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花
　
　
火

・ 

従
来
の「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
マ
イ
ン
」

（
１
日
目
）
は
「
音
楽
付
き
花
火
シ
ョ
ー
」

（
２
日
目
）
に
合
体
し
、「
ま
ち
な
か
音
楽

花
火
」
と
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
、
ま
ち

な
か
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

・ 
６
日
（
土
）
は
「
ま
ち
な
か
音
楽
花
火
〜

光
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
２
０
１
６
〜
」（
荒
天

中
止
）、
７
日
（
日
）
は
花
火
大
会
（
荒

天
の
場
合
は
翌
８
日
（
月
）
に
順
延
）。

 

大
民
謡
流
し

・ 

初
日
の
５
日
（
金
）
19
時
か
ら
20
時
30
分

ま
で
（
従
来
の
開
催
時
間
を
30
分
短
縮
）

柾
谷
小
路
〜
萬
代
橋
〜
万
代
橋
通
り
〜
東

大
通
り
、
万
代
町
通
り
で
実
施
す
る
。

・ 

万
代
町
通
り
は
、
新
潟
甚
句
と
佐
渡
お
け

さ
を
交
互
に
踊
り
、
そ
れ
以
外
の
会
場
で

は
新
潟
甚
句
の
み
を
踊
る
。

 

住
吉
行
列

・ 

供
奉
は
八
番
組
と
江
東
地
区
実
行
委
員
会
、

南
一
番
組
。
昨
年
同
様
の
順
路
及
び
参
加

人
員
を
予
定
し
て
お
り
、
昼
食
場
所
と
し

て
日
和
山
小
学
校
を
予
定
。

 

水
上
渡
御

・ 

６
日
（
土
）
に
実
施
す
る
水
上
渡
御
の
御

座
船
は
、
例
年
と
同
様
、
水
産
物
物
揚
場

を
12
時
40
分
頃
に
発
船
し
、
着
船
は
本
間

組
事
務
所
付
近
の
柳
島
岸
壁
に
13
時
30
分

頃
を
予
定
。

 

万
代
太
鼓
・
芸
妓

・ 

６
日
・
７
日
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
例
年
通

り
山
車
・
万
代
太
鼓
ト
ラ
ッ
ク
10
台
、
約

20
団
体
で
の
参
加
を
予
定
。

・ 

６
日
は
古
町
７
・
旧
大
和
前
で
の
路
上
演

奏
、
市
民
み
こ
し
で
の
随
行
演
奏
を
行
う

ほ
か
、
４
日
・
５
日
の
両
日
は
、
新
潟
駅

万
代
口
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
ふ
れ
太
鼓
演
奏

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

・ 

古
町
芸
妓
は
、
例
年
同
様
、
パ
レ
ー
ド
と

お
祭
り
広
場
に
参
加
予
定
。

 

キ
ラ
キ
ラ
パ
レ
ー
ド

｠｠｠｠｠｠

・
お
祭
り
広
場

・ 

キ
ラ
キ
ラ
パ
レ
ー
ド
は
、
６
日
（
土
）
の

午
前
、
柾
谷
小
路
か
ら
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ

前
ま
で
計
画
し
て
い
る
。

・ 

今
年
は
、「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
」か
ら
、

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
仲
間

た
ち
が
、６
日
（
土
）
の
キ
ラ
キ
ラ
パ
レ
ー

ド
に
参
加
す
る
方
向
で
計
画
中
。
な
お
、

み
な
と
ぴ
あ
で
の
「
お
祭
り
広
場
」
は
開

催
し
な
い
。

 

市
民
み
こ
し

・ 

例
年
同
様
、
江
戸
囃
子
、
江
戸
木
遣
り
、

子
供
纏
、
大
人
纏
、
子
供
手
古
舞
、
大
人

手
古
舞
、
子
供
神
輿
、
大
人
神
輿
７
基
。

古
町
10
番
町
を
16
時
に
発
進
。
柾
谷
小
路

で
の
６
分
間
・２
回
の
通
行
止
め
を
経
て
、

白
山
神
社
最
後
尾
到
着
が
19
時
。
宮
入
り

は
19
時
20
分
を
予
定
。

・ 

新
潟
ま
つ
り
を
熱
く
盛
上
げ
る
会
の
街
頭

募
金
を
４
月（
１
回
）、６
月（
１
回
）、７
月

（
２
回
）の
計
４
回
行
う
ほ
か
、各
店
舗
の

定
点
募
金
は
６
月
よ
り
行
う
予
定
。

開会挨拶を行う福田会頭

新潟　信用保証 検　索
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「小口零細企業保証制度」は
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３．信用保証料率の割引有り

なじらね～!?
制度の概要は、ホームページへクリック！

新
潟
ま
つ
り

　
　

花
火
協
賛
、一
般
協
賛
の
ご
案
内

〈
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
〉

新
潟
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
新
潟
商
工
会
議
所
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５
―

２
９
０
―

４
４
１
１

　

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
は
、
新

潟
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
並
び
に
７
月
下
旬
に

配
布
予
定
の『
新
潟
ま
つ
り
新
聞
』に
、
一
般
協

賛
者
と
花
火
協
賛
者
別
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
沢
山
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

８
月
５
日（
金
）〜
７
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
新
潟
ま
つ
り
の
第
１
回
全
体
会
議
が
４
月
19
日
、

警
察
署
を
は
じ
め
、
国
・
県
・
市
な
ど
の
関
係
機
関
、
交
通
機
関
、
ま
つ
り
各
部
の
担
当
者
等

93
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
ま
つ
り
実
行
委
員
長
の
福
田
勝
之
会
頭
は
、
開
会
に
あ
た
り
、「
今
年
も
大
民
謡
流
し
を

は
じ
め
、
住
吉
行
列
、
パ
レ
ー
ド
、
水
上
渡
御
、
市
民
み
こ
し
、
お
祭
り
広
場
な
ど
盛
り
沢
山

の
行
事
で
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
昨
年
98
万
だ
っ
た
人
出
数
が
、
１
０
０
万
人
の
大
台

に
乗
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
ま
つ
り
各
部
の
担
当
者
か
ら
平

成
28
年
新
潟
ま
つ
り
実
施
に
向
け
た
計
画
・
方
針
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
報
告

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

真
夏
の
祭
典
「
新
潟
ま
つ
り
」

人
出
数
１
０
０
万
人
の
大
台
目
指
し
て
始
動
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社
会
人
の
基
本
を
習
得

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

今
春
、
新
た
に
社
会
人
と
な
っ
た
方
々
を

対
象
と
し
た
『
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
』
を
、

４
月
５
日
、
万
代
島
ビ
ル
６
階
で
、
１
０
１

名
の
参
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
コ

ン
サ
ル 

サ
バ
代
表 

田
村
ア
イ
子
氏
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
社
会
人
と
し
て
の
あ
り
方

を
講
義
し
、
新
入
社
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る

基
本
ス
キ
ル
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
名
刺
交
換
や
挨
拶
の
仕
方
を
学

び
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
能
力
を
身
に
付
け

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
メ
モ
を
使
っ
て
業
務

を
伝
達
す
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
電
話
応
対
や
名
刺
交ビジネスマナーを学ぶ新入社員たち

換
な
ど
知
ら
な
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
」「
講
習
会
な
ど
話
を
座
っ
て
聞
く
の
は

苦
手
だ
が
、
ゲ
ー
ム
や
実
践
な
ど
が
あ
り
、

楽
し
く
講
習
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
社
会
人
と
し
て
身
に
付
け
る
べ
き
マ
ナ
ー

の
基
礎
を
学
べ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

船
上
か
ら
桜
を
堪
能
！

信
濃
川
お
花
見
ク
ル
ー
ズ

船内からの桜のようす

　

信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ャ
ト
ル
を
利
用
し

た
会
員
限
定
の
『
お
花
見
ク
ル
ー
ズ
』
を
、

４
月
13
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
好
評
を
得
た
こ
と
か
ら
、
２
年
連
続

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
回
を
上
回
る

47
名
が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

信
濃
川
両
岸
の
桜
は
、直
前
に
暖
か
い
日
が

続
い
て
開
花
が
早
ま
り
、散
り
始
め
の
頃
で
し

た
が
、参
加
者
は
い
つ
も
と
違
っ
た
角
度
か
ら

の
花
見
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

船
内
で
は
、
同
席
と
な
っ
た
会
員
同
士
の

会
話
も
弾
み
、
２
時
間
の
〝
船
旅
〞
で
大
い

に
会
員
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

佐
渡
世
界
遺
産
登
録
を
Ｐ
Ｒ

き
て
、み
て
、に
い
が
た 

お
も
て
な
し

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
６
in
黒
埼
Ｐ
Ａ

　

当
所
で
は
、
４
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
東

日
本
高
速
道
路
㈱
新
潟
管
理
事
務
所
主
催
の

「
き
て
、
み
て
、
に
い
が
た 

お
も
て
な
し
イ

ベ
ン
ト
２
０
１
６
in
黒
埼
Ｐ
Ａ
（
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
）」
に
ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し
た
。

　

当
所
の
ブ
ー
ス
で
は
、
新
潟
県
世
界
遺
産

登
録
推
進
室
の
協
力
で
、
佐
渡
金
銀
山
の
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図
る
べ

く
、
佐
渡
で
も
お
な
じ
み
の
金
塊
つ
か
み

ゲ
ー
ム
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
高
速

道
路
利
用
者
が
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
て
賑
わ
い

ま
し
た
。

多くの利用者で賑わう当所ブース
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